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S-cationized antigen beads array assay）
法を完成したのでご紹介したい（図 1）。
我々が標準的に実施している条件では、
96well プレートの 1well に 1 抗原当たり
1000 個のビーズを 10 種類（10-plex）混
合・分注し、×1600 希釈した血清を添加し 













12 検体分が 3 時間程度で測定が完了する。
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